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(57)【要約】
【課題】消費電力の増加を抑制しつつ表示品質の向上を
図る。
【解決手段】、液晶パネル２０内の単位画素ＰＥijの反
射画素電極ＰＲij及び透過画素電極ＰＴijに、データ線
駆動回路３０から画像信号ＤＳjを、走査線駆動回路４
０から互いに異なる２つの走査信号ＧＲＳi，ＧＴＳiを
、また、共通線駆動回路５０から共通信号Ｃk，Ｃlを供
給する。画像信号の位相は共通信号の位相と異なるよう
に設定される。また、２つの走査信号の選択期間は１水
平期間の間に設定され、一方の走査信号の選択期間の終
端が共通信号の電位変化の前に設定され、もう一方の走
査信号の選択期間の終端が共通信号の電位変化の後に設
定される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基板と第２の基板とから構成され、単位画
素に透過領域と反射領域とを備え、前記透過領域のスイッチング素子に接続された第１の
走査線と、前記反射領域のスイッチング素子に接続された第２の走査線と、前記透過領域
用、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電極とが、前記第１の基板上に形成された
半透過型液晶表示装置であって、前記画素電極に印加される画像信号と、前記共通電極に
印加される共通信号との位相が互いに異なる設定とされ、前記第１、及び、第２の走査線
に印加される走査信号の選択期間が１水平期間の間に設定され、前記第１（又は第２）の
走査線に印加される走査信号の選択期間の終端が前記共通信号の電位変化の前に、前記第
２（又は第１）の走査線に印加される走査信号の選択期間の終端が前記共通信号の電位変
化の後にそれぞれ設定されたことを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基板と第２の基板とから構成され、単位画
素に透過領域と反射領域とを備え、前記透過領域のスイッチング素子に接続された第１の
走査線と、前記反射領域のスイッチング素子に接続された第２の走査線と、前記透過領域
、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電極とが、前記第１の基板上に形成され、奇
数列目の前記単位画素に形成された前記共通電極と、偶数列目の前記単位画素に形成され
た前記共通電極とが電気的に分離していることを特徴とする半透過型液晶表示装置であっ
て、奇数列目の前記単位画素に形成された前記共通電極に印加される共通信号が、偶数列
目の前記単位画素に形成された前記共通電極に印加される共通信号を反転させた信号であ
り、前記画素電極に印加される画像信号と、前記共通電極に印加される共通信号との位相
が互いに異なる設定とされ、前記第１、及び、第２の走査線に印加される走査信号の選択
期間が１水平期間の間に設定され、前記第１（又は第２）の走査線に印加される走査信号
の選択期間の終端が前記共通信号の電位変化の前に、前記第２（又は第１）の走査線に印
加される走査信号の選択期間の終端が前記共通信号の電位変化の後にそれぞれ設定された
ことを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【請求項３】
　液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基板と第２の基板とから構成され、単位画
素に透過領域と反射領域とを備え、奇数列目の前記単位画素の前記透過領域のスイッチン
グ素子と、偶数列目の前記単位画素の前記反射領域のスイッチング素子に接続された第１
の走査線と、奇数列目の前記単位画素の前記反射領域のスイッチング素子と、偶数列目の
前記単位画素の前記透過領域のスイッチング素子に接続された第２の走査線と、前記透過
領域、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電極とが、前記第１の基板上に形成され
たことを特徴とする半透過型液晶表示装置であって、前記画素電極に印加される画像信号
と、前記共通電極に印加される共通信号との位相が互いに異なる設定とされ、前記第１、
及び、第２の走査線に印加される走査信号の選択期間が１水平期間の間に設定され、前記
第１（又は第２）の走査線に印加される走査信号の選択期間の終端が前記共通信号の電位
変化の前に、前記第２（又は第１）の走査線に印加される走査信号の選択期間の終端が前
記共通信号の電位変化の後にそれぞれ設定されたことを特徴とする半透過型液晶表示装置
。
【請求項４】
　液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基板と第２の基板とから構成され、単位画
素に透過領域と反射領域とを備え、前記透過領域のスイッチング素子に接続された第１の
走査線と、前記反射領域のスイッチング素子に接続された第２の走査線と、前記透過領域
、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電極とが、前記第１の基板上に形成され、奇
数列目の前記単位画素に形成された前記共通電極と、偶数列目の前記単位画素に形成され
た前記共通電極とが電気的に分離していることを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【請求項５】
　液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基板と第２の基板とから構成され、単位画
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素に透過領域と反射領域とを備え、奇数列目の前記単位画素の前記透過領域のスイッチン
グ素子と、偶数列目の前記単位画素の前記反射領域のスイッチング素子に接続された第１
の走査線と、奇数列目の前記単位画素の前記反射領域のスイッチング素子と、偶数列目の
前記単位画素の前記透過領域のスイッチング素子に接続された第２の走査線と、前記透過
領域、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電極とが、前記第１の基板上に形成され
たことを特徴とする半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、消費電力の増加を抑制しながら一段と表示性能の向上を図ることができる
半透過型液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　透過型液晶表示装置の機能と反射型液晶表示装置の機能とを併せ持つ液晶表示装置とし
て、半透過型の液晶表示装置が知られており、この種の半透過型液晶表示装置は、画素内
に、透過領域と反射領域とを有する。透過領域は、バックライト光源からの光を透過し、
バックライト光源を表示光源とするため、室内や暗室など比較的暗い環境下で良好な表示
が得られる。反射領域は反射板を有しており、反射板によって反射された外部からの光を
表示光源とするため、屋外など比較的明るい環境下で良好な表示が得られる。
【０００３】
　携帯電話機やＰＤＡ（Personal Digital Assistant）などに搭載される液晶表示装置は
、屋外から暗室まで様々な環境で利用されることから、半透過型である方が良い。また、
半透過型であることにより、必要に応じてバックライト光源を消灯することができること
から、低消費電力化が可能である。
　ところで、液晶表示装置の表示モードとしては、ＩＰＳ（In Plane Switching）モード
、ＦＦＳ（Field Fringe Switching）モードのような横方向電界モードがある。横方向電
界モードの液晶表示装置は、同一基板上に形成された画素電極及び共通電極を有し、液晶
層に横方向電界を印加する。横方向電界モードの液晶表示装置は、液晶分子を基板平行方
向に回転させて画像の表示を行うことにより、ＴＮ（Twisted Nematic）モードの液晶表
示装置に比べ、広視野角を実現できる。
【０００４】
　この横方向電界モードと半透過型を組み合わせた液晶表示装置も開発提案されている。
　この横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の透過領域がノーマリーブラックで駆動
する場合、反射領域はノーマリーホワイトで駆動し、透過領域と反射領域の明暗が反転す
る。この明暗の反転を防ぐための技術の開発も行われている。その関連技術は、例えば、
特許文献１及び特許文献２に記載されている。特許文献１は、横方向電界モードの半透過
型液晶表示装置において、反射領域に内蔵位相差層を配置する構成のもので、特許文献２
は、透過領域と反射領域の全面に渡って位相差板を配置する構成のものである。
【０００５】
　特許文献１の内蔵位相差層を用いた場合、内蔵位相差相の形成のために、製造工程が大
幅に増加してしまう問題がある。さらに、内蔵位相差層の波長分散性により、反射領域の
黒表示状態において完全な黒が実現できず、コントラスト比が小さくなる問題がある。ま
た、特許文献２の位相差板を用いた場合、透過領域において、液晶層のギャップマージン
が狭くなり、液晶層のギャップの変動に対してコントラスト比、及び、視野角が小さくな
り、横方向電界モードの高コントラスト比、広視野角特性が十分に得られない問題がある
。
【０００６】
　一方、横方向電界モードの半透過型液晶表示装置に位相差板や内蔵位相差層を用いずに
、駆動方法の改良により明暗の反転を防ぐ提案もなされている(例えば特許文献３、４)。
　これらの半透過型液晶表示装置は、透過領域がノーマリーブラック、反射領域がノーマ
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リーホワイトで駆動する。駆動方法の改良の主な特徴は、透過領域と反射領域に対応して
、それぞれ独立した共通（対向）電極が形成されることである。それぞれの共通電極に互
いに異なる共通信号（基準電圧）が印加されることにより、反射領域と透過領域の液晶層
に異なる電位を印加でき、明暗の反転が防止されている。これらの構成により、透過領域
において横方向電界モードの高コントラスト比、広視野角特性が十分に得られ、さらに、
製造工程の大幅な増加のない横方向電界モードの半透過型液晶表示装置が実現できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－３４４８３７
【特許文献２】特開２００５－３３８２５６
【特許文献３】特開２００７－１２７９３３
【特許文献４】特開２００７－０４１５７２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献３、４で示した駆動方法の改良による横方向電界モードの半透
過型液晶表示装置にはいくつかの問題点がある。
　特許文献３では、１サブピクセル内で、面上の共通電極を透過領域用と、反射領域用に
２分割し、透過領域の共通電極と反射領域の共通電極とにそれぞれ異なる基準電圧が印加
されている。
　ｎ番目の表示ラインに着目すると、ｎ番目の表示ラインの各サブピクセルの反射領域の
共通電極にＨレベルの基準電圧が、透過領域の共通電極にＬレベルの基準電圧が印加され
る。また、ｎ番目の表示ラインの透過領域の共通電極とｎ＋１番目の表示ラインの反射領
域の共通電極は共通である。ｎ番目の表示ラインの走査時に各ピクセルにＬレベルとＨレ
ベルとの間の電位が画素電極に書き込まれるため、ｎ番目の表示ラインの各ピクセルの極
性は一致する。極性とは対向電極の電位に対する画素電極の電位の高低で、画素電極の電
位が共通電極の電位より高い場合は正極性、その逆の場合は負極性である。
【０００９】
　ｎ＋１番目の表示ラインの反射領域の共通電極にはＬレベルの基準電圧が印加されてい
るので、ｎ＋１番目の表示ラインの反射領域の極性はｎ番目の反射領域の極性とは逆にな
る。透過領域も同様に隣り合う表示ラインで極性が逆になる。
　以上の説明から明らかなように、特許文献３の駆動方法はゲートライン反転駆動となる
が、ゲートライン反転駆動は横方向のムラやちらつきが発生し表示品質は悪くなるため、
表示品質に優れたドット反転駆動に駆動方法を変えなければならない。
　また、共通電極が１サブピクセル内に２つあることから、ショートを防ぐために透過領
域用の共通電極と反射領域用の共通電極の距離を離す必要がある。その距離は開口率の大
小に関わり、特に単位画素ピッチが小さくなるとその影響は大きくなる。そのため、共通
電極を透過領域用と反射領域用で共通化し、共通電極を１つにして、開口率の低下、すな
わち、表示の輝度の低下を抑制する必要がある。
【００１０】
　特許文献４では、特許文献３と同様、共通電極を透過領域用と反射領域用にそれぞれ配
置し、異なる共通信号が共通電極に印加される。画素電極には共通信号のＬレベルとＨレ
ベルとの間の電位が印加されるため、駆動方法は特許文献３と同様、ゲートライン反転駆
動となる。
　しかし、特許文献４には、ゲートライン反転駆動を表示品質に優れたドット反転駆動に
するための手段と共通電極を透過領域用と反射領域用とで共通化し、共通電極を１つにす
る手段が記載されている。
【００１１】
　ドット反転駆動へ変更する手段は、共通電極に印加する信号を固定電位に設定し、透過
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領域用と反射領域用に走査線を設けることである。透過領域用と反射領域用の走査線信号
の選択期間に応じて、各選択期間で画素電極に書き込む電位を与える画像信号の電位を変
化させる。この構成により、縦の表示ライン毎に画像信号の電位の極性を変えることで、
駆動方法をドット反転駆動にすることができ、同時に共通電極を１つにすることもできる
。
【００１２】
　この他の共通電極を１つにする手段は、透過領域用と反射領域用に走査線を設け、共通
電極の電位の変化を１水平期間ではなく、その半分の期間にすることである。すなわち、
透過領域用の走査線信号の選択期間で共通電極の電位はＨレベルに、反射領域用の走査線
信号の選択期間ではＬレベルにする。この構成により、画素電極への画像信号の電位の書
き込み時に透過領域と反射領域とで共通電極の信号の電位を異ならせることができるので
、共通電極を透過領域用と反射領域用とで共通化し、共通電極を１つにすることができる
。
【００１３】
　しかし、上述の各試案でも、次のような問題がある。駆動方法をゲートライン反転駆動
からドット反転駆動に変える手段では、共通電極の電位は固定電位である。そのため、画
像信号の振幅を大きくする必要があり、消費電力が大きくなる。また、共通電極を透過領
域用と反射領域用とで共通化し、共通電極を１つにする手段では、共通電極に印加される
信号の駆動周波数が増加するため、やはり消費電力が大きくなる。
【００１４】
　この発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、印加信号の振幅を大きくすることな
く、また、印加信号の駆動周波数を増加させることなく、消費電力の増加を抑制しながら
表示品質が改善された半透過型液晶表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係る半透過型液晶表示装置は、液晶層と、該液晶層を挟んで対向する第１の基
板と第２の基板とから構成され、単位画素に透過領域と反射領域とを備え、前記透過領域
のスイッチング素子に接続された第１の走査線と、前記反射領域のスイッチング素子に接
続された第２の走査線と、前記透過領域用、及び、前記反射領域用の画素電極と、共通電
極とが、前記第１の基板上に形成された半透過型液晶表示装置であって、前記画素電極に
印加される画像信号と、前記共通電極に印加される共通信号との位相が互いに異なる設定
とされ、前記第１、及び、第２の走査線に印加される走査信号の選択期間が１水平期間の
間に設定され、前記第１（又は第２）の走査線に印加される走査信号の選択期間の終端が
前記共通信号の電位変化の前に、前記第２（又は第１）の走査線に印加される走査信号の
選択期間の終端が前記共通信号の電位変化の後にそれぞれ設定されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、画素電極へ印加する信号の振幅を大きくする、また、共通電極へ印
加する信号の駆動周波数を増加させる必要がないため、消費電力の増加を抑制しながら半
透過型液晶表示装置の表示品質が改善する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明の実施形態１である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電気的
構成を示すブロック図である。
【図２】同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の単位画素の平面図である。
【図３】図２の線Ｏ－Ｐに沿った断面図である。
【図４】図２に示す単位画素を２行２列で並べた平面図である。
【図５】図２に示す単位画素を２行２列で並べたときの等価回路を示す図である。
【図６】実施形態１の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各配線に印加
される信号の波形図である。
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【図７】実施形態１の半透過型液晶表示装置で白表示するときの透過画素電極の電位の変
化を示す図である。
【図８】この発明の実施形態２である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電気的
構成を示すブロック図である。
【図９】同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の単位画素を２行２列で並べた平面
図である。
【図１０】図９に示す単位画素を２行２列で並べたときの等価回路を示す図である。
【図１１】実施形態２の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各配線に印
加される信号の波形図である。
【図１２】この発明の実施形態３である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電気
的構成を示すブロック図である。
【図１３】同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の単位画素を２行２列で並べた平
面図である。
【図１４】図１３に示す単位画素を２行２列で並べたときの等価回路を示す図である。
【図１５】実施形態３の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各配線に印
加される信号の波形図である。
【図１６】実施形態３の半透過型液晶表示装置で白表示するときの透過画素電極の電位の
変化を示す図である。
【図１７】従来の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各配線に印加され
る信号の波形の１つの例を示す図である。
【図１８】従来の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各配線に印加され
る信号の波形の他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【実施形態１】
【００１８】
　図１は、この発明の実施形態１である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電気
的構成を示すブロック図、図２は、同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の単位画
素の平面図、図３は、図２の線Ｏ－Ｐに沿った断面図、図４は、図２に示す単位画素を２
行２列で並べた平面図、図５は、図２に示す単位画素を２行２列で並べたときの等価回路
を示す図、図６は、実施形態１の半透過型液晶表示装置で白表示するときの各電極及び各
配線に印加される信号の波形の例を示す図、また、図７は、実施形態１の半透過型液晶表
示装置で白表示するときの透過画素電極の電位の変化を示す図である。
【００１９】
　この実施形態の横方向電界モードの半透過型液晶表示装置１０は、単位画素の透過領域
と反射領域とで共通電極と画素電極との間の電位差を異ならしめて透過領域と反射領域と
の間の明暗の反転を防止して横方向電界モードでの駆動を正常に行うと共に、単位画素の
画素電極に書き込まれる電位の極性を隣り合う単位画素で逆極性にしてドット反転駆動と
し、消費電力の増加を抑えて画像表示が行える装置に係り、半透過型液晶表示装置１０は
、図１に示すように、液晶パネル２０と、データ線駆動回路３０と、走査線駆動回路４０
と、共通線駆動回路５０とから概略構成されている。半透過型液晶表示装置１０は、液晶
パネル２０の単位画素の反射領域がノーマリーホワイトで、透過領域がノーマリーブラッ
クで駆動され、反射領域と透過領域の液晶層に異なる電圧を印加するようにして構成され
ている。
【００２０】
　液晶パネル２０は、図３に示すように、第１基板２６と液晶層２５と第２基板２７とか
ら構成される。その第１の基板（以下、第１基板という）２６上に単位画素領域（以下、
単位画素という）ＰＥij（ｉ＝１、２、…、ｍのうちの１つ、ｊ＝１、２、…、ｎのうち
の１つ）がｍ行ｎ列のマトリクス状に配列されて構成されている。そして、単位画素ＰＥ

ijは、図１乃至図３に示すように、反射領域ＲＥijと透過領域ＴＥijとを有して構成され
ている。
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　図２に示すように、反射領域ＲＥijには、反射電極（以下、反射画素電極という）ＰＲ

ijが配置され、透過領域ＴＥijには、透過電極（以下、透過画素電極という）ＰＴijが配
置されている。また、反射領域ＲＥij及び透過領域ＴＥijには、両領域のための共通電極
ＣＯＭijが配置されている。
　上述の図２は、単位画素ＰＥijを平面的に表わしたものであるが、その単位画素ＰＥij

を立体的に表わしたものが図３である。
【００２１】
　上記構成の液晶パネル２０の単位画素ＰＥijの反射領域ＲＥij及び透過領域ＴＥijの反
射画素電極ＰＲijに対応するデータ線Ｄjがデータ線駆動回路３０の対応する出力に接続
されて構成され、上記マトリクスのｎ列のうちの偶数番目の列及び奇数番目の列に沿って
独立して配設された共通電極ＣＯＭij（図２及び図３）のうちの共通電極ＣＯＭik（ｋ＝
ｊのうちの奇数の１つ）（図１）が共通線Ｃkを介して共通線駆動回路５０の対応する出
力に接続され、また、共通電極ＣＯＭij（図２及び図３）のうちの共通電極ＣＯＭil（ｌ
＝ｊのうちの偶数の１つ）（図１）が共通線Ｃlを介して共通線駆動回路５０の対応する
出力に接続されて構成されている。
　そして、図１に示すように、単位画素ＰＥijには、反射領域ＲＥij及び透過領域ＴＥij

別の走査線ＧＲi、ＧＴiが、走査線駆動回路４０の対応する各出力に接続され、上記マト
リクス構成の行方向に延設されている。これらの走査線ＧＲi、ＧＴiは、単位画素ＰＥij

毎に、データ線Ｄjから供給される画素信号の、対応する反射画素電極ＰＲij及び透過画
素電極ＰＴijへの印加制御（後述）を行う走査信号を供給する。
【００２２】
　液晶パネル２０は、前述のように、液晶層２５と、液晶層２５を挟んで一対のガラス基
板等からなる第１基板２６及び第２基板２７とから構成されている（図３）。
　第１基板２６を構成するガラス基板２６１には、反射領域ＲＥijに対応して表面に凹凸
形状を持った凹凸膜２６２が形成され、その凹凸膜２６２上にＡｌ等で反射板２６３が形
成される。凹凸膜２６２は反射領域ＲＥijと透過領域ＴＥijの液晶層２５の厚さを調整す
る機能も有している。反射板２６３上には、反射領域ＲＥijと透過領域ＴＥijの両方に渡
ってアクリル等の透明性絶縁体を用いて平坦化膜２６４が形成される。
【００２３】
　図３に示すように、平坦化膜２６４上に共通電極ＣＯＭijと、反射領域ＲＥij用の反射
画素電極ＰＲijと、透過領域ＴＥij用の透過画素電極ＰＴijが形成される。図２に示すよ
うに、共通電極ＣＯＭijと反射画素電極ＰＲij及び透過画素電極ＰＴijは互いが対向する
ように形成される。また、共通電極ＣＯＭij、反射画素電極ＰＲij及び透過画素電極ＰＴ

ijはＩＴＯ等の透明性導電体で形成される。ここで、共通電極ＣＯＭij及び反射画素電極
ＰＲijは低反射率の導電体、又は導電体とその酸化物からなる多層構造の膜で形成されて
いても構わない。さらにガラス基板２６１の外側には、偏光板２６５が配置される。
【００２４】
　図１に示したように、単位画素ＰＥij毎に、反射領域ＲＥij用の走査線ＧＲiが上述の
マトリクス構成の行方向に形成されると共に、透過領域ＴＥij用の走査線ＧＴiが同様に
行方向に形成される。これら２本の走査線ＧＲi、ＧＴiに交差してデータ線Ｄjが上述の
マトリクス構成の列方向に形成される。走査線ＧＲi、ＧＴiとデータ線Ｄjとの交点付近
にはＴＦＴ等のスイッチング素子が形成され、このスイッチング素子のゲート電極（走査
電極ともいう）に走査線ＧＲi、ＧＴiが接続される構成となっている。
　また、スイッチング素子のソース電極はデータ線Ｄjに接続され、スイッチング素子の
ドレイン電極は反射画素電極ＰＲij及び透過画素電極ＰＴijに接続されて形成される。ま
た、必要に応じてコンタクトホールが形成される。さらに、第１基板２６の液晶層に接す
る面に配向膜が形成される。
【００２５】
　第２基板２７を構成するガラス基板２７１には必要に応じてカラーフィルタ、ブラック
マトリクスが形成され、第２基板２７の液晶層２５に接する面に配向膜が形成される。さ
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らにガラス基板２７１の外側には、偏光板２７２が配置される。
【００２６】
　次いで、液晶パネル２０の駆動系について図１を参照して説明する。
　データ線駆動回路３０は、単位画素の１水平期間を基準に電位が変化する交流信号（画
像信号）ＤＳjをデータ線Ｄjに供給する回路である。データ線Ｄjは、液晶パネルの列方
向に属する各画素領域に沿って延設されている線である。
　走査線駆動回路４０は、上述した２本の走査線ＧＲi、ＧＴi毎に走査信号ＧＲＳi、Ｇ
ＴＳiを供給する回路である。２本の走査線ＧＲi、ＧＴiは、液晶パネルの行方向の各画
素領域に沿って延設されている線である。
　共通線駆動回路５０は、上述したマトリクス構成の列のうちの奇数番目の列及び偶数番
目の列に配設されている共通電極ＣＯＭk、ＣＯＭl（図２及び図３）に、偶数番目の列及
び奇数番目の列別の共通信号ＣＯＭＳk、ＣＯＭＳlを列別の共通線Ｃk、Ｃlを供給する回
路である。
【００２７】
　上述した共通信号、画像信号及び走査信号についてのタイミング関係を以下に説明する
。
　共通線駆動回路５０から出力される共通信号のうち、偶数番目の列の共通電極に印加さ
れる共通信号は、実質的に奇数番目の列の共通電極に印加される共通信号を反転させた信
号として出力されるように構成されている。共通信号は、１表示ラインの各単位画素にデ
ータ線からの画像信号を画素電極に書き込む１水平期間に対応した周期で電位変化する交
流信号であり、その信号はＨレベルとＬレベルの２つの電位を持つ。
　また、データ線に印加される画像信号も、１水平期間に対応した周期で電位変化する交
流信号であり、画像信号の電位は共通信号のＨレベルとＬレベルの間の電位に設定される
。
【００２８】
　また、偶数番目の列の画像信号と奇数番目の列の画像信号は、例えばＧＮＤのような基
準電圧に対して極性が逆となるように設定される。共通信号と画像信号の位相は互いに異
なり、位相差はπより小さく設定される。通常は、位相差はπ／２に設定される。位相と
は、周期変化する信号波形の１周期中の位置を示すもので、本発明の画像信号、共通信号
の場合、正（または負）極性から負（または正）極性に変化する位置を０、負（または正
）極性から正（または負）極性に変化する位置をπ、再度正（または負）極性から負（ま
たは正）極性に変化する位置を２πとする。
【００２９】
　１水平期間は共通信号の電位変化のタイミングを基準に２つの水平期間に分けられる。
２つに分けられた一方の水平期間では、画像信号の電位が透過領域の画素電極に書き込ま
れる。他方の水平期間では、画像信号の電位が反射領域の画素電極に書き込まれる。
　上記２つの水平期間において、共通信号の電位変化前の水平期間を前水平期間、共通信
号の電位変化後の水平期間を後水平期間とする。前水平期間、及び後水平期間に画像信号
を画素電極に印加するための走査信号は、ＶgonとＶgoffの２つの電位からなり、電位が
Ｖgonの期間の間、単位画素のスイッチング素子がオン状態になり、画像信号の電位が画
素電極に書き込まれる。このＶgonの期間を選択期間とする。上記２本の走査線に印加さ
れる走査信号のＶgonからＶgoffへ変化するタイミング、すなわち、選択期間の終端は前
水平期間内と後水平期間内にそれぞれ設定される。
【００３０】
　次に、図１乃至図７を参照して、この実施形態の動作を説明する。
　実施形態の動作説明の都合上、図２で示した単位画素ＰＥijが２行２列で配置された４
単位画素で構成される図４に示す液晶パネル２０１についての動作説明とする。
　液晶パネル２０１における１列目の単位画素ＰＥ11、ＰＥ21に形成される共通電極ＣＯ
Ｍ11、ＣＯＭ21と２列目の単位画素ＰＥ21、ＰＥ22に形成される共通電極ＣＯＭ21、ＣＯ
Ｍ22は互いに独立して形成されている。そして、共通電極ＣＯＭ11、ＣＯＭ21及び共通電
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極ＣＯＭ21、ＣＯＭ22は、列方向に隣り合う単位画素間で共有されている。
【００３１】
　図５は、図４で示した２行２列構成の液晶パネル２０１の配線と駆動方法を説明するた
めの等価回路である。ｎ列目（ｎ＝１又は２）に設置されるデータ線をＤｎ、ｍ行目（ｍ
＝１又は２）の反射領域用の走査線をＧＲm、透過領域用の走査線をＧＴmとする。また、
共通電極ＣＯＭ11、ＣＯＭ21を共通電極ＣＯＭＡ、共通電極ＣＯＭ12、ＣＯＭ22を共通電
極ＣＯＭＢとする。また、ｍ行ｎ列の透過画素電極をＰＴmn、反射画素電極をＰＲmnとす
る。また、共通電極ＣＯＭＡに供給される共通信号をＣＯＭＳＡ、共通電極ＣＯＭＢに供
給される共通信号をＣＯＭＳＢ、データ線Ｄ1，Ｄ2に供給される画像信号をＤＳ1，ＤＳ2

とする。
　図６は、白表示時の各配線、各電極に印加される信号を、図７は透過画素電極ＰＴmnの
電位ＰＴＰmnの変化を示したものである。
　共通信号ＣＯＭＳＡ，ＣＯＭＳＢ、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は１水平期間を基準に電位が
変化する交流信号である。共通信号ＣＯＭＳＡ，ＣＯＭＳＢは互いに反転した信号で、Ｈ
レベルの電位を５Ｖ、Ｌレベルの電位を０Ｖとしたとき、共通信号ＣＯＭＳＡが０Ｖのと
き共通信号ＣＯＭＳＢは５Ｖとなる。また、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は基準電位に対して互
いに極性が反転した信号である。共通信号ＣＯＭＳＡは画像信号ＤＳ1に対して位相がπ
／２ずれるように設定され、また、共通信号ＣＯＭＳＢは画像信号ＤＳ2に対して位相が
π／２ずれるように設定された信号である。
【００３２】
　始めに１行１列目の単位画素ＰＥ11に走査信号ＧＲＳ1、走査信号ＧＴＳ1、画像信号Ｄ
Ｓ1及び共通信号ＣＯＭＳＡを印加したときの動作を図６及び図７を参照して説明する。
　走査信号ＧＲＳ1の選択期間が終了するとき、すなわち、ＶgonからＶgoffに電位が変化
するとき、画像信号ＤＳ1の電位は０Ｖであるので、反射画素電極ＰＲ11に０Ｖの電位が
書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＡの電位は、上述したところから明らかなよ
うに、０Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭＡと反射画素電極ＰＲ11間に電位差は発生せず、
反射領域ＲＥ11は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は０Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ11に０Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＡ
の電位は、上述したところから明らかなように、５Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭＡ
と透過画素電極ＰＴ11間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ11は白表示と
なる。また、図７で示すように、共通電極ＣＯＭＡの電位に対して透過画素電極ＰＴ11の
電位ＰＴＰ11は低いので、極性はマイナス（－）となる。
【００３３】
　次に、１行２列目の単位画素ＰＥ12に走査信号ＧＲＳ1、走査信号ＧＴＳ1、画像信号Ｄ
Ｓ2及び共通信号ＣＯＭＳＢを印加したときの動作を図６及び図７を参照して説明する。
　走査信号ＧＲＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は５Ｖであるので、
反射画素電極ＰＲ12に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＢの電位
は５Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭＢと反射画素電極ＰＲ12間に電位差は発生せず、反射
領域ＲＥ12は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は５Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ12には５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳ
Ｂの電位は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭ
Ｂと透過画素電極ＰＴ12間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ12は白表示
となる。また、共通電極ＣＯＭＢの電位に対して透過画素電極ＰＴ12の電位ＰＴＰ12は高
いので、図７で示すように、極性はプラス（＋）となる。
【００３４】
　次に、２行１列目の単位画素ＰＥ21に走査信号ＧＲＳ2、走査信号ＧＴＳ2、画像信号Ｄ
Ｓ1及び共通信号ＣＯＭＳＡを印加したときの動作を図６及び図７を参照して説明する。
　走査信号ＧＲＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は５Ｖであるので、
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反射画素電極ＰＲ21に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＡの電位
は、上述したところから明らかなように、５Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭＡと反射画素
電極ＰＲ21間に電位差は発生せず、反射領域ＲＥ21は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は５Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ21に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＡ
の電位は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭＡ
と透過画素電極ＰＴ21間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＲＥ21は白表示と
なる。また、共通電極ＣＯＭＡの電位に対して透過画素電極ＰＴ21の電位ＰＴＰ21は高い
ので、図７で示すように、極性はプラス（＋）となる。
【００３５】
　次に、２行２列目の単位画素ＰＥ22に走査信号ＧＲＳ2、走査信号ＧＴＳ2、画像信号Ｄ
Ｓ2及び共通信号ＣＯＭＳＢを印加したときの動作を図６及び図７を参照して説明する。
　走査信号ＧＲＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は０Ｖであるので、
反射画素電極ＰＲ22に０Ｖの電位が書き込まれる。このとき、共通信号ＣＯＭＳＢの電位
も０Ｖであるので、共通電極ＣＯＭＢと反射画素電極ＰＲ22間に電位差は発生せず、反射
領域ＲＥ22は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は０Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ22に０Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳＢ
の電位は、上述したところから明らかなように、５Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭＢ
と透過画素電極ＰＴ22間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ22は白表示と
なる。また、共通電極ＣＯＭＢの電位に対して透過画素電極ＰＴ22の電位ＰＴＰ22は低い
ので、図７で示すように、極性はマイナス（－）となる。
【００３６】
　このように、この実施形態によれば、液晶パネル２０１内の全ての単位画素の透過領域
と反射領域が白表示状態となり、明暗が逆転せず正常な表示が可能になる。
　さらに、透過領域に着目すると、１行１列目の単位画素の極性はマイナス、１行２列目
の単位画素の極性はプラス、２行１列目の単位画素の極性はプラス、２行２列目の単位画
素の極性はマイナスとなり、ドット反転駆動が実現できる。
　共通電極の電位を固定してドット反転駆動にする従来の技術では、画像信号の振幅は２
倍になる。すなわち、図１７に示すように、共通電極の電位を０Ｖ、白表示に相当する共
通電極と画素電極との電位差を５Ｖとしたとき、画像信号（ＤＳ1、ＤＳ2）は＋５Ｖから
－５Ｖの電位が必要で、振幅は５Ｖとなり、振幅の増加が必要となる。しかし、この実施
形態の場合、画像信号の振幅を増加させる必要がないので、消費電力の増加を抑制しなが
らドット反転駆動が実現でき、表示品質の改善が可能になる。
【００３７】
　黒表示は白表示のときのＤＳ1、ＤＳ2の電位を反転させることにより、また、中間調表
示はＤＳ1、ＤＳ2の電位を０Ｖから５Ｖの任意の値に設定することにより、可能になる。
詳細な説明は省略するが、これらのときにも、画像信号の振幅の増加を要することなく、
したがって消費電力の増加を抑制しながら、ドット反転駆動の実現が可能となる。
【００３８】
　ここまでの動作説明及び効果は、液晶パネル２０１に単位画素が２行２列で配列されて
いる場合について述べている。
　単位画素が２行２列に配列された液晶パネルについて説明したところは、ｍ及びｎを３
以上の整数とするｍ行ｎ列で単位画素が配列された液晶パネルについても、拡張適用する
ことができる。
【００３９】
　このように、この実施形態の構成によれば、単位画素がｍ行ｎ列で配列された液晶パネ
ルを用いる横方向電界モードの半透過型液晶表示装置において、画像信号の振幅を大きく
することなく、消費電力の増加を抑制してドット反転駆動の実現が可能となり、表示品質
が改善する。
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　また、共通電極、及び、反射画素電極を低反射率の導電体、または、導電体とその酸化
物からなる多層構造の膜で形成することにより、反射モードにおいて、黒表示時の光漏れ
が抑制できるので、さらに表示品質が改善する。
【実施形態２】
【００４０】
　図８は、この発明の実施形態２である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電気
的構成を示すブロック図、図９は、同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の液晶パ
ネルを２行２列の単位画素で構成した液晶パネルの平面図、図１０は、図９に示す液晶パ
ネルについての等価回路を示す図、また、図１１は、上記横方向電界モードの半透過型液
晶表示装置で白表示させるときの各電極及び各配線に印加される信号の波形図である。
【００４１】
　この実施形態の構成が、実施形態１の構成と異なるところは、奇数列目と偶数列目のそ
れぞれの単位画素に用いる共通電極を共通にしたことにある。
　この実施形態の横方向電界モードの半透過型液晶表示装置１０Ａは、図８に示すように
、液晶パネル２０Ａ内にｍ行ｎ列のマトリクス状に配列された単位画素ＰＥij（ｉ＝１、
２、…、ｍのうちの１つ、ｊ＝１、２、…、ｎのうちの１つ）に接続されるデータ線Ｄj

がデータ線駆動回路３０に接続される関係と、走査線ＧＲi及びＧＴiが走査線駆動回路４
０に接続される関係は、実施形態１と同じである。
　単位画素ＰＥij及び単位画素ＰＥi,j+1に接続される共通線ＣＯＭi,j+1は、ｎ列のうち
の偶数番目の列及び奇数番目の列の共通電極に共通に接続される構成となっている。つま
り、これらの共通電極は１つとなっている。この構成を図９を用いて具体的に説明すると
、図９に示す４つの単位画素が２行２列で配置された液晶パネル２０１Ａでは、４つの単
位画素の共通電極はこれら単位画素全てに共通の共通電極として配置されている。
【００４２】
　上述した変更に伴って、次の点に相違がある。
　共通電極に印加される共通信号は、１表示ラインの各単位画素にデータ線からの信号を
画素電極に書き込む１水平期間に対応した周期で電位変化する交流信号で、その信号はＨ
レベルとＬレベルの２つの電位を持つ。また、データ線に印加される画像信号も、１水平
期間に対応した周期で電位変化する交流信号で、画像信号の電位レベルは共通信号のＨレ
ベルとＬレベルの間の電位に設定される。
　また、全ての列の画像信号は、基準電圧に対して極性が一致するように設定される。共
通信号と画像信号の位相は互いに異なり、位相差はπより小さく設定される。通常は、位
相差はπ／２に設定される。
　この構成以外の本実施形態の構成は、実施形態１と同じであるので、それらの構成の逐
一の説明は省略する。
【００４３】
　次に、図８乃至図１１を参照して、この実施形態の動作を説明する。
　この実施形態についても、説明の都合上、実施形態１と同様、図２で示した単位画素Ｐ
Ｅijが２行２列で配置された４単位画素で構成される図９に示す液晶パネル２０１Ａにつ
いての動作説明とする。
　液晶パネル２０１Ａにおける１列目の単位画素ＰＥ11、ＰＥ21に形成される共通電極と
２列目の単位画素ＰＥ21、ＰＥ22に形成される共通電極とは１つの共通電極ＣＯＭとして
形成されている。
【００４４】
　図１０は、図９で示した２行２列構成の液晶パネル２０１Ａの配線と駆動方法を説明す
るための等価回路である。ｎ列目（ｎ＝１又は２）に設置されるデータ線をＤｎ、ｍ行目
（ｍ＝１又は２）の反射領域用の走査線をＧＲm、透過領域用の走査線をＧＴmとする。ま
た、ｍ行ｎ列の透過画素電極をＰＴmn、反射画素電極をＰＲmnとする。
　図１１は、白表示時の各配線、各電極に印加される信号を示したものである。この図に
おいて、共通信号ＣＯＭＳ及び画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は１水平期間を基準に電位が変化す
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る交流信号である。また、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は基準電位に対して互いに極性が一致し
た信号である。また、共通信号ＣＯＭＳは画像信号ＤＳ1、ＤＳ2に対して位相がπ／２ず
れるように設定された信号である。
【００４５】
　始めに、１行目の単位画素ＰＥ11、ＰＥ12に走査信号ＧＲＳ1、走査信号ＧＴＳ1、画像
信号ＤＳ1，ＤＳ2及び共通信号ＣＯＭＳを印加したときの動作を図１１を参照して説明す
る。
　走査信号ＧＲＳ1の選択期間が終了するとき、すなわち、ＶgonからＶgoffに電位が変化
するとき、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2の電位は０Ｖであるので、反射領域ＰＲ11、ＰＲ12には
０Ｖの電位が書き込まれる。このとき、共通信号ＣＯＭＳの電位も０Ｖであるので、共通
電極ＣＯＭと反射画素電極ＰＲ11間に電位差は発生せず、反射領域ＲＥ11は白表示となる
。
　一方、走査信号ＧＴＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2の電位は０
Ｖであるので、透過画素電極ＰＴ11、ＰＴ12には０Ｖの電位が書き込まれる。このときの
共通信号ＣＯＭＳの電位は、上述したところから明らかなように、５Ｖにある。従って、
共通電極ＣＯＭと透過画素電極ＰＴ11、ＰＴ12間に白表示に相当する電位差が発生し、透
過領域ＴＥ11は白表示となる。
【００４６】
　次に、２行目の単位画素ＰＥ21、ＰＥ22に走査信号ＧＲＳ2、走査信号ＧＴＳ2、画像信
号ＤＳ1，ＤＳ2及び共通信号ＣＯＭＳを印加したときの動作を図１１を参照して説明する
。
　走査信号ＧＲＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1，ＤＳ2の電位は５Ｖであ
るので、反射画素電極ＰＲ21、ＰＲ22には５Ｖの電位が書き込まれる。このとき、共通信
号ＣＯＭＳの電位も５Ｖであるので、共通電極ＣＯＭと反射画素電極ＰＲ21、ＰＲ22間に
電位差は発生せず、反射領域ＲＥ21、ＲＥ22は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1，ＤＳ2の電位は５
Ｖであるので、透過画素電極ＰＴ21、ＰＴ22には５Ｖの電位が書き込まれる。このときの
共通信号ＣＯＭＳの電位は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、
共通電極ＣＯＭと透過画素電極ＰＴ21、ＰＴ22間に白表示に相当する電位差が発生し、透
過領域ＴＥ21、ＴＥ22は白表示となる。
【００４７】
　このように、この実施形態によれば、液晶パネル２０１Ａ内の全ての単位画素の透過領
域と反射領域が白表示状態となり、明暗が逆転せず正常な表示が可能になる。
　そして、従来の技術では、図１８に示すように、共通信号の駆動周波数を２倍にして画
像信号と共通信号の電位差を反射領域と透過領域とで異ならせることで、共通電極を１つ
にしていたが、この実施形態では駆動周波数を増加させる必要はない。従って、駆動周波
数の増加による消費電力の増加を発生させずに、共通電極を１つにすることができ、開口
率を高めて表示品質の改善が可能になる。
　ここまでの動作説明及び効果は、液晶パネル２０１Ａが２行２列で配列されている場合
について述べている。
　単位画素が２行２列に配列された液晶パネルについて説明したところは、ｍ及びｎを３
以上の整数とするｍ行ｎ列で単位画素が配列された液晶パネルについても、拡張適用する
ことができる。
【００４８】
　このように、この実施形態によれば、単位画素がｍ行ｎ列に配列された液晶パネルを用
いる横方向電界モードの半透過型液晶表示装置においても、共通電極の駆動周波数の増加
による消費電力の増加を抑制しながら、共通電極を１つにすることができ、表示品質が改
善する。
【実施形態３】
【００４９】
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　図１２は、この発明の実施形態３である横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の電
気的構成を示すブロック図、図１３は、同横方向電界モードの半透過型液晶表示装置の液
晶パネルを２行２列の単位画素で構成した液晶パネルの平面図、図１４は、図１３に示す
液晶パネルについての等価回路を示す図、図１５は、上記横方向電界モードの半透過型液
晶表示装置で白表示させるときの各電極及び各配線に印加される信号の波形図、また、図
１６は、上記横方向電界モードの半透過型液晶表示装置で白表示させるときの透過画素電
極の電位の変化を示す図である。
【００５０】
　この実施形態の構成が、実施形態２の構成と異なるところは、各行上での奇数番目の列
の反射領域用の走査線と同列の透過領域用の走査線との接続関係と、偶数番目の列の反射
領域用の走査線と同列の透過領域用の走査線との接続関係とを入れ替えたことにある。
　この実施形態の横方向電界モードの半透過型液晶表示装置１０Ｂは、図１３に示すよう
に、ｍ行ｎ列のマトリクス状に配列された単位画素ＰＥij（ｉ＝１、２、…、ｍのうちの
１つ、ｊ＝１、２、…、ｎのうちの１つ）に接続されるデータ線Ｄjがデータ線駆動回路
３０に接続される関係と、走査線ＧＲi及びＧＴiが走査線駆動回路４０に接続される関係
は、実施形態１と同じである。
【００５１】
　単位画素ＰＥij及び単位画素ＰＥi,j+1に接続される共通線ＣＯＭi,j+1は、実施形態２
と同様、ｎ列のうちの奇数番目の列及び偶数番目の列の共通電極に共通に接続される構成
となっている。つまり、これらの共通電極は１つとなっている。この構成を図１３を用い
て具体的に説明すると、図１３に示す４つの単位画素が２行２列で配置された液晶パネル
２０１Ｂでは、４つの単位画素の共通電極はこれら単位画素全てに共通の共通電極として
配置されている。
【００５２】
　実施形態２との差違は、各行上での奇数番目の列の反射領域用の走査線と同列の透過領
域用の走査線との接続関係と、偶数番目の列の反射領域用の走査線と同列の透過領域用の
走査線との接続関係とを入れ替えて構成されることにある。この構成を図１４を参照して
具体的に説明すると、奇数番目の列の反射領域用の走査線は走査線ＧＲ1で、同列の透過
領域用の走査線は走査線ＧＴ1であるのに対して、偶数番目の列の反射領域用の走査線は
走査線ＧＴ1となり、同列の透過領域用の走査線は走査線ＧＲ1となるように走査線の接続
関係を変更してある。
　この構成以外の本実施形態の構成は、実施形態１と同じであるので、それらの構成の逐
一の説明は省略する。
【００５３】
　次に、図１２乃至図１６を参照して、この実施形態の動作を説明する。
　この実施形態についても、説明の都合上、実施形態２と同様、図２で示した単位画素Ｐ
Ｅijが２行２列で配置された４つの単位画素で構成される図１３に示す液晶パネル２０１
Ｂについての動作説明とする。
　液晶パネル２０１Ｂにおける１列目の単位画素ＰＥ11、ＰＥ21に形成される共通電極と
２列目の単位画素ＰＥ21、ＰＥ22に形成される共通電極とは１つの共通電極ＣＯＭとして
形成されている。
【００５４】
　図１４は、図１３で示した２行２列構成の液晶パネル２０１Ｂの配線と駆動方法を説明
するための等価回路である。ｎ列目（ｎ＝１又は２）に設置されるデータ線をＤn、ｍ行
目（ｍ＝１又は２）の反射領域用の走査線をＧＲm、透過領域用の走査線をＧＴmとする。
また、ｍ行ｎ列の透過画素電極をＰＴmn、反射画素電極をＰＲmnとする。
　図１５は、白表示時の各配線、各電極に印加される信号を示したものである。この図に
おいて、共通信号ＣＯＭＳ及び画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は１水平期間を基準に電位が変化す
る交流信号である。また、画像信号ＤＳ1、ＤＳ2は基準電位に対して互いに極性が逆とな
る信号である。また、共通信号ＣＯＭＳは画像信号ＤＳ1に対して位相がπ／２ずれるよ
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うに設定された信号である。
【００５５】
　始めに１行１列目の単位画素ＰＥ11に走査信号ＧＲＳ1、走査信号ＧＴＳ1、画像信号Ｄ
Ｓ1及び共通信号ＣＯＭＳを供給したときの動作を図１５及び図１６を参照して説明する
。
　走査信号ＧＲＳ1の選択期間が終了するとき、すなわち、ＶgonからＶgoffに電位が変化
するとき、画像信号ＤＳ1の電位は０Ｖにあるので、反射画素電極ＰＲ11には０Ｖの電位
が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳの電位は、上述したところから明らかなよ
うに、０Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭと反射画素電極ＰＲ11間に電位差は発生せず、反
射領域ＲＥ11は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は０Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ11には０Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳ
の電位は、上述したところから明らかなように、５Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭと
透過画素電極ＰＴ11間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ11は白表示とな
る。また、図１６で示すように、共通電極ＣＯＭの電位に対して透過画素電極ＰＴ11の電
位ＰＴＰ11は低いので、極性はマイナス（－）となる。
【００５６】
　次に、１行２列目の単位画素ＰＥ12に走査信号ＧＲＳ1、走査信号ＧＴＳ1、画像信号Ｄ
Ｓ2及び共通信号ＣＯＭＳを供給したときの動作を図１５及び図１６を参照して説明する
。
　奇数番目の列の反射領域用の走査線及び同列の透過領域用の走査線に対して、偶数番目
の列の反射領域用の走査線及び同列の透過領域用の走査線が入れ替わっているので、走査
信号ＧＲＳ1によって透過画素電極ＰＴ12への電位の書き込みが行われ、走査信号ＧＴＳ1

によって反射画素電極ＰＲ12への電位の書き込みが行われる。
　走査信号ＧＴＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は５Ｖであるので、
反射画素電極ＰＲ12に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳの電位は
、上述したところから明らかなように、５Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭと反射画素電極
ＰＲ12間に電位差は発生せず、反射領域ＲＥ12は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＲＳ1の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は５Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ12には５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳ
の電位は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭと
透過画素電極ＰＴ12間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ12は白表示とな
る。また、共通電極ＣＯＭの電位に対して透過画素電極ＰＴ12の電位ＰＴＰ12は高いので
、図１６で示すように、極性はプラス（＋）となる。
【００５７】
　次に、２行１列目の単位画素ＰＥ21に走査信号ＧＲＳ2、走査信号ＧＴＳ2、画像信号Ｄ
Ｓ1及び共通信号ＣＯＭＳを供給したときの動作を図１５及び図１６を参照して説明する
。
　走査信号ＧＲＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は５Ｖであるので、
反射画素電極ＰＲ21に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳの電位は
、上述したところから明らかなように、５Ｖにあるので、共通電極ＣＯＭと反射画素電極
ＰＲ21間に電位差は発生せず、反射領域ＲＥ21は白表示となる。
　一方、走査信号ＧＴＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ1の電位は５Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ21に５Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳの
電位は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭと透
過画素電極ＰＴ21間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＲＥ21は白表示となる
。また、共通電極ＣＯＭの電位に対して透過画素電極ＰＴ21の電位ＰＴＰ21は高いので、
図１６で示すように、極性はプラス（＋）となる。
【００５８】
　次に、２行２列目の単位画素ＰＥ22に走査信号ＧＲＳ2、走査信号ＧＴＳ2、画像信号Ｄ
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Ｓ2及び共通信号ＣＯＭＳを供給したときの動作を図１５及び図１６を参照して説明する
。
　奇数番目の列の反射領域用の走査線及び同列の透過領域用の走査線に対して、偶数番目
の列の反射領域用の走査線及び同列の透過領域用の走査線が入れ替わっているので、走査
信号ＧＲＳ2によって透過画素電極ＰＴ22への電位の書き込みが行われ、走査信号ＧＴＳ2

によって反射画素電極ＰＲ22への電位の書き込みが行われる。
　走査信号ＧＴＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は０Ｖであるので、
反射画素電極ＰＲ22には０Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳの電位
は、上述したところから明らかなように、０Ｖにある。従って、共通信号ＣＯＭＳの電位
も０Ｖであるので、共通電極ＣＯＭと反射画素電極ＰＲ22間に電位差は発生せず、反射領
域ＲＥ22は白表示となる。
【００５９】
　一方、走査信号ＧＲＳ2の選択期間が終了するとき、画像信号ＤＳ2の電位は０Ｖである
ので、透過画素電極ＰＴ22には０Ｖの電位が書き込まれる。このときの共通信号ＣＯＭＳ
の電位は、上述したところから明らかなように、５Ｖにある。従って、共通電極ＣＯＭＢ
と透過画素電極ＰＴ22間に白表示に相当する電位差が発生し、透過領域ＴＥ22は白表示と
なる。また、共通電極ＣＯＭの電位に対して透過画素電極ＰＴ22の電位ＰＴＰ22は低いの
で、図１６で示すように、極性はマイナス（－）となる。
【００６０】
　このように、液晶パネル２０１Ｂ内の全ての単位画素の透過領域と反射領域が白表示状
態となり、明暗が逆転せず正常な表示が可能になる。
　さらに、透過領域に着目すると、１行１列目の単位画素の極性はマイナス、１行２列目
の単位画素の極性はプラス、２行１列目の単位画素の極性はプラス、２行２列目の単位画
素の極性はマイナスとなり、ドット反転駆動が実現できる。さらに、共通電極を１つにす
ることもできる。
　これにより、実施形態１、実施形態２で説明したように、この実施形態では、画像信号
の振幅の増加と共通信号の駆動周波数の増加が発生しないので、消費電力は増加しない。
よって、消費電力の増加を抑制しながら、ドット反転駆動と共通電極の削減が可能となり
、表示品質を高めることができる。
【００６１】
　ここまでの動作説明及び効果は、単位画素が２行２列で並んでいる場合について述べて
いる。
　単位画素が２行２列に配列された液晶パネルについて説明したところは、ｍ及びｎを３
以上の整数とするｍ行ｎ列で単位画素が配列された液晶パネルについても、拡張適用する
ことができる。
　また、この実施形態の構成では、偶数列目の透過領域用の走査線へのスイッチング素子
の接続と反射領域用の走査線へのスイッチング素子の接続が入れ替わったものであるが、
奇数列目の透過領域用の走査線へのスイッチング素子の接続と反射領域用の走査線へのス
イッチング素子の接続の入れ替えでも良い。
【００６２】
　このように、この実施形態によれば、画像信号の振幅の増加、共通電極の駆動周波数の
増加による消費電力の増加を抑制しながら、駆動方法をドット反転駆動に、共通電極を１
つにすることができて開口率が大きくなるので、表示品質が改善する。
【００６３】
　以上、この発明の実施形態を、図面を参照して詳述してきたが、この発明の具体的な構
成は、これらの実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設
計の変更等があってもそれらはこの発明に含まれる。
　例えば、この発明は、横方向電界モードの半透過型液晶表示装置に限らず、縦方向電界
モードの半透過型液晶表示装置にも適用可能である。また、半透過型液晶表示装置に限ら
ず、単位画素に２つのサブ画素を持ち、各々のサブ画素で共通電極と画素電極との間の電
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【産業上の利用可能性】
【００６４】
　ここに開示している半透過型液晶表示装置は、携帯電話、ＰＤＡ、ゲーム機、デジタル
カメラ等の携帯端末装置や、ノート型パーソナルコンピューター、キャッシュディスペン
サー、自動販売機等の端末装置の表示装置に利用し得る。
【符号の説明】
【００６５】
　１０、１０Ａ、１０Ｂ　　　横方向電界モードの半透過型液晶表示装置（半透過型液晶
表示装置）
　２０、２０Ａ、２０Ｂ　　　液晶パネル
　３０　　　データ線駆動回路
　４０　　　走査線駆動回路
　５０　　　共通線駆動回路
　ＰＥij　　　単位画素（単位画素領域）
　ＲＥij　　　反射領域
　ＴＥij　　　透過領域
　ＰＲij　　　反射画素電極
　ＰＴij　　　透過画素電極
　ＣＯＭij　　　共通電極
　ＧＲi、ＧＴi　　　走査線

【図１】 【図２】
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